　　　　　１　村　　　政

　　　　　　　　
　　　　　　　　村役人

　　　　　　　　作扶持米・御救米

　　　　　　　　宗門放手形・受取手形

　　　　　　　　給所

1 享保一三年泊り村彦右衛門大庄屋役任命書並に同一四年同人死亡につき達し書
享保一三年　泊り村彦右衛門が、中庄屋より大庄屋に任命されたときの記録。及び、翌年、同人が病死した旨、河村郡同役よりの達し控え。　　

　享保一三年申八月二九日
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊り村　彦右衛門

　右之者、近年中庄屋被仰付置候処、兼て勤方も宜候付、此度大庄屋役被仰付候事。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

　享保一四年酉五月廿一日

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊り村　彦右衛門

　右、五月廿一日病死候由、福庭村孫左衛門、本泉村善吉より申越。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）
　
2 弘化四年　園村市郎右衛門宗旨庄屋任命書並に嘉永七年同人御役御免願

　（園村松嶋市郎右衛門が河村郡宗旨庄屋に任命されたこと、七年目の嘉永七年御役御免を願い出て、聞き届けられたこと。）　　　　　　

　弘化四年一二月一五日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡園村　市郎右衛門

　其方儀此度宗旨庄屋役被仰付、依之苗字帯刀被成御免御支配並之通被遣候。

　　但し、苗字松嶋と相改。

嘉永七年五月八日

一河村郡宗旨庄屋松嶋市郎右衛門義、近年勝手向難渋相成候付、御役御免之儀相願候ニ付、願之通御役被成御免。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

3 天明七年　泊村遠藤文七　宗旨庄屋任命書

　天明七年一一月二四日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村　遠藤文七

　右戸崎用助跡役、宗旨庄屋被仰付。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

4 万延二年泊村問屋並に生物問屋御免達し書

　（問屋や生物問屋をしていた泊村の五人に対し、理由は不明ながら御免とし、代りに橋津村の二人に仰付けられた旨。）

　万延二年四月二日

一河村郡泊村左之者共儀、此度問屋并生物問屋とも被成御免、当分同郡橋津問屋吉兵衛・次郎兵衛両人え受持被仰付候旨ニて、御船奉行黒木権之介より以紙面長役え申越し候ニ付、及相当、御郡えは心得迄之儀申遣ス。
　　半五郎　藤十郎　亀吉　長次郎　伊右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

5 万延二年泊村兵助え問屋役並に生物問屋兼帯任命につき達し書

　万延二年六月一八日

一岩井郡岩戸村儀右衛門と申者、問屋役并生物問屋兼帯被成御免、右跡役河村郡泊村兵助と申者え被仰付候旨御船奉行黒木権之介より申越し候ニ付、及相答、御郡えは心得迄之儀申遣ス。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）
6 安永九年以降御銀札小座関係辞令五件

　　札小座は金銀銭を札に引替えるのみにて、町小座と在小座とがあった。『藩史』には嘉永頃には一七箇
　　所、河村郡泊村も加わったとある。以下の史料により、安永九年以前から仰付られたことになる。
　安永九年子六月一三日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊り村　住屋新三郎

右、同村御銀札小座古酒屋藤七御咎被成候付、右代り当分新三郎え被仰付。

　安永九年子一〇月八日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊り村　小座　住屋新三郎

右、御銀札小座役被成御免候。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　村　　　　米屋善九郎

右、御銀札小座役被仰付候。

　享和二年一二月一三日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気多郡しかぬ　兵次郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村　　文　助

　右之者共、小座役被仰付。
　　文化二年二月一〇日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村　　古酒屋　文　助

　右病身ニ相成、弟勘兵衛え小座役口相願　願之通被仰付。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上（『鳥取県史』諸事控）

7 嘉永五年　泊村藤七　御銀札小座相続、忰藤十郎え仰付願につき達し書。

　嘉永五年六月七日

一河村郡泊村藤七儀、近年病気ニ附、忰藤十郎え札小座被仰付候様願書差出し候附、御銀札場長役沢住左次馬え差支無之候ハ、例之通宜取計之儀、構御郡奉行より談し遣し候処、今日御聞届相済、并御銀札場よりも返答差越し候附願之通御聞届相済候旨御郡え申達し候事。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

8 文政九年石脇村及び園村作扶持拝借願

　　作扶持とは開作するため必要な扶持方米のことであり、石脇と園が村中で大庄屋に歎願する形をとっ
　　ている。おそらく、この年他の村々も願い出たものと思われる。
　　　　　　　　
　　　　　　　　 乍　恐　奉　願　口　上　之　覚

一石脇村御高弐百七拾石余御座候、内三拾石計畑高ニて田地少ク家数七拾軒余も御座候ニ付、作方行届キ不申塩浜并鰯漁等ニて渡世仕候所、近来塩浜も追々場所少ク相成塩も得不仕、鰯漁も無御座村方困窮仕候ニ付、年々御年貢不足ニ相成所持之田畑追々三歩弐余も他所へ売渡或成御納所仕候所、請田百姓ニて猶以渡世難送難儀仕候。依之例年御歎キ申上候所、為御救米毎年被為仰付難有頂戴仕候所、近来共五六石宛被為遣至て難有仕合ニ奉存候。然共先達て申上候通り、困窮之村方ニて御座候所、去々年より各別之悪年ニ御座候ヘハ、当春開作之扶持方無御座候ニ付甚難儀仕候。何卒当春之為作扶持御救米四拾石被為仰附候様奉願上候。此段、御慈悲此上御聞届ケ被為遣候様、宜敷御歎キ被仰上可為下候。乍恐偏ニ奉願上候間幾重ニも宜敷御取計可被下候。以上。
文政九年戌正月　日

河村郡石脇村

村　中

年寄　武右衛門　印

庄屋　平兵衛　印
尾崎三左衛門　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』

　　　　　　　　　乍恐歎奉申上書上之覚　

一当村之儀は、別て年柄悪敷御座候得共種々出精仕漸御年貢御上納仕候処、当春扶持方等少しも得用意不仕当開作之程必至ニ難儀仕候。御時節柄御上様え奉懸御苦労候段重々恐多奉存候ヘ共、作扶持弐拾石被為仰附候様奉願上候。何卒御慈悲之上ヲ以御聞届ニ被為仰付被為遣候ヘハ難有仕合ニ奉存上候。此段幾重も宜敷御歎キ被仰上可被為下候。乍恐偏ニ奉願上候。以上。　
文政九年戌正月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡園村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村中

年寄　伝右衛門　印

庄屋　分左兵衛　印

組頭　与左衛門　印

同　　善　　蔵　印

同　　利　　七　印

同　　清右衛門　印

年行司新兵衛　印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

9 享和二年　小浜村作扶持拝借米願

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
　

一小浜村御高八拾三石之内、過半悪田之村方ニ御座候所、人数多作方行届不申、就夫塩浜并鰯猟等ニて漸々
御納所仕候。殊ニ八拾年以前より毎年御願申上候四石宛被遣来り之御EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(（マ、）),賀)損、一両年依頼如何様之御儀ニ
御座候哉、弐石宛被遣難有頂戴仕候得共、下地困窮之村方ニて其日送り之営等も必至ニ難儀仕候。殊更御
大切之往還御用等御指支ニも相成候哉と、此段恐入奉存候。依之何卒御燐愍之上を以、為御拝借と正米拾
六石被為仰付候様、村中同心之上奉願候。御慈悲之上を以、取続御百姓相勤申上度奉存候。此段御聞届
被為遣候様宜敷御願被仰上可被下候。以上
　　　　　　　　　　享和弐年戌ノ五月日

河村郡小浜村
村　中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年寄　政　　七
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　伊右衛門

戸崎市左衛門　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『泊村郷土誌』）

　

10 安政六年小浜村組頭作扶拝借米につき願書

小浜村は高九拾石、鰯漁少しも無く、作扶持米を願い出た時の文書。石脇村庄屋新兵衛が中庄屋尾崎恵助にあてて前段の内容をとりついだ書式である。

　　　　　　　　　　　　　　口　　上　　之　　覚
一当村之儀、御高九拾石余、竃三拾軒、殊之外悪田ニて土悪敷谷狭、山陰之所、去午年長雨ニて、大冷り、虫災風損并ニ畑作麦粟等も同様ニて實入不申、甚夕大凶作ニて御年貢大不足ニ相成、莫大之他借仕漸々納所仕候仕合、殊ニ鰯漁少しも無御座、必至之難渋仕、当御開作無覚。束奉存候御時節柄、至て恐入奉存得共、為作扶持御拝借米拾五石、格別之御慈悲ヲ以、何卒取続、御百姓仕候様村中一同奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下偏ニ奉願上候。以上。
　　　　　　　　　　安政六年未ノ正月　日

河村郡小浜村

村　中

組頭年行司　源三郎　印

　　　　　庄屋石脇村　新兵衛　殿

　右之通奉願候間、宜敷被仰上可被下候。以上。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋石脇村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新兵衛　印

　　　　　尾崎惠助　殿

　（『谷田収集文書』）
11 慶応三年　石脇村庄屋・組頭御拝借受合証文

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　御拝借受合手形之覚　　

一米　八俵　　　但し御蔵米也

右之通飯米不自由ニ付、御拝借仕候処、実正明白ニ御座候。然ル上は、来ル九月廿五日限り、但壱俵代三百四拾七匆ニて御算用可仕候。

　若し不算用仕候は、御勘定ニ御取出可遣、其時一言之御断申上間敷、仍テ後日為念之御拝借受合手形一札如件。
　　　　　　　　　　慶応三年卯八月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石脇村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組頭　辰三郎　　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　治三郎　　印

尾崎恵助　殿

（『谷田収集文書』）

12 弘化四年石脇村・園村庄屋連署御米御拝借手形

　　　　　　　　　　拝借仕御米之事　

直段俵二付三拾八匆替
一米　六拾俵　　　　但し御蔵米也

右之通慥ニ、請取御拝借仕候所相違無御座候。然ル上は、来四月五日限り、代銀札ヲ以急度御上納可仕候。仍て後日為念之御米御拝借手形如件。

　　　　　　　　　　弘化四年未三月　日

石脇村庄屋　武右衛門　印

園　村庄屋　九郎右衛門　印

　　　　戸崎久右衛門　殿

（『谷田収集文書』）
13 文久元年泊村御救米拝借願

　（村方の露命をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つな),繫)ぎ、御用を相勤めるため、橋津御蔵米より百石の御救米を無利にて拝借したいと願い出たもの。）
　　　　　　　　　　御歎申上候覚
一当村之儀ハ漁業重ニて宿場御用始御浦手様御用等相勤御田地少之村方ニ付買米仕、雪中ニ至候得ハ奉願上三月五月両度之返納御拝借被仰付渡世取続仕候所、当年ハ鰍漁秋冬共ニ漁業無御座、殊ニ米直段高直必至ニ難渋仕候。
右申上候通り毎暮両度之御拝借被　仰付、此余奉候段奉恐入候得共、一村為御救と橋津御蔵米百石来戌四月晦日限御拝借被御付被為下候は、乍恐凡千百五拾人余之者共露命を繫、御用度も相勤、越年も可仕と難有仕合奉存候。
右御米之儀ハ村方一統御法相立無相違御返納申上候。恐多奉存候得共、何卒格別之御慈悲を以、願之通百石無利御拝借御聞届被仰付被為下候様、村中一統御歎申上候。以上。

　　　　　　　　　　文久元年酉一二月　日

河村郡泊村

　　組頭藤　助

　　〃　善　助

　　〃　藤兵衛

　　〃　庄三郎

　　〃　栄二郎
　　〃　冨三郎

　庄屋朝二郎

　　　　　　松村逸之亟　様
（『泊村郷土誌』）

14 明治二年泊宿御救米願

　（泊宿より宿御用を相勤めるため御救米を下さるよう願出たもの）

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上之覚
一当村之儀、宿御用御浦手御用大切ニ相勤居申上候処、追々御用荷物昼夜引続御通行御座候て難渋仕候。（中略）今以諸色下落不仕只売荷物少しも無御座、透々因州方より綿其外何品ニても買入候共、多くは渡海船ニて積廻し候ニ付、御用の外売荷物少しも無御座難儀仕候。且当八月馬替合ニ付ては一統大ニ心配仕候。前条之通宿付益品少しも無御座、凡馬壱疋ニ三貫目位遣し不申ては馬座相立不申（中略）
右等大金遣し候ては村方立行不申、尤馬士共えも遣し不申ては忽御用御差支と相成（中略）宿御救と〆当米六拾石被　仰付被為下候様奉願上候
　　　　　　　　　　明治二年巳四月

泊村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村役人連名）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『泊村郷土誌』）

15 安政六年河村郡石脇村庄屋他、御拝借米の儀につき願書

　　　　　　　　　 乍恐奉願口上書之覚
一石脇村之儀、御高弐百八拾石余、竃六拾軒御座候て、御開作出精仕候。然ル処、悪田畑えは新御加損被仰付難有仕合ニ奉存候得共、当村之儀は、土地柄悪敷、殊ニ深田細谷之場所ニ付、嵐抜無御座ニ付ては、多年之虫付ニ相成、実入不宜、素より作徳無御座難渋仕候所、一昨巳年より、引続去年柄田畑共至て凶作ニ付、殊ニ鰯漁少シも無御座、御年貢上納難相成候ニ付、所持之有物は素より、種籾迄も質ニ入、莫大之他借仕、漸々上納仕候次第ニ付、当御開作無覚束必至ニ難渋仕候。誠ニ御時節柄至て恐入奉存候得共、取続御百姓仕候様、格別之御慈悲ヲ以、為作扶持御拝借米弐拾四石被仰付候様、村中一統偏ニ奉願上候。此段宜敷被仰上可被為下候。以上。

　　　　　　　　安政六年未正月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡石脇村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組頭年行司　文兵衛　印

　　　　　庄屋　　新兵衛　殿

右之通、奉願候間、宜敷被仰上可被為下候。以上。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　新兵衛　印

　　　　　尾崎恵助　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

16 文政九年河村郡園村庄屋他作扶持米の儀につき願書

　　　　　　　　　　乍恐奉願口上書上之覚　

一当村之儀は、別て、年柄悪敷御座候得共、種々出精仕漸御年貢御上納仕候処、当春扶持方等少しも得用意不仕、当開作之程、必至ニ難儀申祖。御時節柄御上様此奉懸御苦労候段、重々恐多奉存上共、作扶持弐拾石被為仰付候様奉願上候。何率御慈悲之上ヲ以、御聞届ケ被為仰付被為遣候ヘハ、難有仕合ニ奉存上候。此段幾重も宜敷御歎キ被仰上可為下候。乍恐偏ニ奉願上候、以上。

　　　　　　　　　　文政九年戌ノ正月　日

河村郡園村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　中

年寄　伝右衛門　印

庄屋　分左衛門　印

組頭　与左衛門　印

同　　善　　蔵　印

同　　利　　七　印

同　　清右衛門　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年行司　新兵衛　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

17 天保一五年石脇村庄屋武右衛門他御救米の儀につき願書

　　　　　　　　　 乍恐奉願口上之覚
一石脇村之儀、御高弐百七拾石之村方ニて、竃数以前は七拾軒余御座候て、百姓乃巳相働渡世相営ミ居申上候処、人家ニ御田地引足不申候得共、灘付之村方ニて鰯漁仕、御田地肥し等沢山ニ御座候ニ付、其節は、村方一統可成ニ渡世相営ミ居申候所、弐拾ヶ年余も漁業無御座、追々困窮仕候に付、渡世多いに六ヶ敷相成、御田地御開作等不作相成、奉恐入候得共、年々御救米奉願上候所、御慈悲で以度々被仰付、難有頂戴仕、御年貢御上納漸々相仕廻候ヘ共、下地困窮之村方ニて得凌不申所、申の凶年、引続戌年凶作ニて、乍恐御検見奉願上、御慈悲ヲ以漸々上納仕候得共、何れも扶持方等少し茂無御座ニ付、村方半分余袖乞ニ罷出、西風東風村之情で以、其日送渡世仕候所、其節、疫病流行仕、村中不残相煩候処、渡世六ヶ敷者共ハ、給物無御座其上悪病ニて人々之情茂無拠薄相成、終ニては大勢病死仕、竃三拾軒茂株絶ニ相成、只今ニては、家数、四拾軒余ニ相成候所、御開作六ヶ敷御座候得共、重キ御開作之儀ニ付、村方割作同様之取計イヲ以、御開作仕候得共、右之次第ニ付、立毛も相立不申難儀仕候。且又、石脇村之儀、如何様之訳ニ御座候哉、御田地畝□之場所多く御座候て、地主作人徳意無御座候ヘ共、御加損無御座候ニ付、御田地撫育致方無御座候ニ付、御加損奉願上度奉存候得共、重キ儀ニ付、御願茂得不申上、村役人共大ニ困り申上候。大切成御田地、石脇村ニ限り、売買通用無御座間ニ茂御田地放し度者は、過分之過料出し不申ては、主付不申程之儀ニ付、何共苦し敷次第相成申上候。御百姓は、少成共御田地相求申度乃巳相働居申所、刧而御田地持より過料出し候様相成候茂、石脇村困窮故之儀ニ付、何共奉恐入候。乍去、米銭之儀は、自分力ニ相叶不申儀ニ付、至て歎ヶ敷奉存候。依之、何卒石脇村追々凌付候様、御慈悲之程奉願上候。御慈悲之上ハ、自然人数竃茂相増し候様仕度、捨置候えば、乍恐一ケ村及滅亡候様相成候ニ付、尚以奉恐入候儀ニ付、幾々凌取続御百姓出精仕度、依之御慈悲を以、御救米百三拾石被仰付被為遣候得ば、村役人共取計付取続為致度奉存候。前文申上候通之村方ニ御座候処剰、其上鰯漁等茂無御座、必至之難儀仕候。依之御時節柄奉恐入候得共、無拠村中一統同心之上奉願上候。何卒、御慈悲之上、御聞届被仰付被為遣候様、偏ニ奉願上候。此段宜敷被仰上可被下候。以上。
　　　　　　　　　天保一五年辰八月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡石脇村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村　中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年行司　平兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　寄　文　　平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄　屋　武右衛門

戸崎久右衛門　殿

（貼紙）


　　尤、此度塩浜役御免被仰付難有仕合ニ奉存候。

　　下地困窮之村方ニ御通候ては得凌不申何共、

　　歎し敷次第ニ付、

（『石脇田中家蔵』）

18 嘉永六年園村勘三良家内之御救米願

　（勘三良女房が妊娠、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごく),極)貧窮者だが不法の儀（子おろし）ははかり難く、御救米を願い出たもの。）

　　　　　　　　  　乍恐奉願上書之覚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勘三良　歳五拾三才
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女房　　〃四拾弐才

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　母親　　〃七拾八才

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萬吉　　〃拾五才

　右四人家内にて田畑壱反斗請作仕候て極貧窮ニ相暮居申候処、右勘三良家内中ふぐ者にて御座候処、殊に
女房去子一一月妊身に相成候ニ付、別て難渋相暮居申候所、右之仕合御座候ニ付当日之営も大六ケ敷、甚た難儀至極ニ奉存候ニ付、不法之儀難斗、其段ニおいては急度差上置候間、格別之御憐愍を以、生六月御救米被仰付被為遣候様奉願上候。何卒御聞届被仰付候様偏ニ奉願上候。此段宜敷被仰上可被下候。以上。
　　　　　　　　　　嘉永六年丑ノ四月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡園村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年寄　文　　七

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　与左衛門
松嶋市良右衛門　殿　　　

（『泊村郷土誌』）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

19 慶応三年八月小浜村庄屋米請取手形
　　　　　　　　　 奉願飯米之覚
　

　一米　四俵

　右之通慥ニ請取申処実正ニ御座候。然ル上は、代銀来月廿五日限り急度御返上可仕候。若少しニても不足仕り候は、以此手形ヲ急度埒御明可被成候。仍て後日為念之御米拝借手形如件。

　　　　　　　　　　慶応三年卯八月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小浜村借主

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助兼　清　助　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　源三郎　印
　　　　　尾崎恵助　殿

（『谷田収集文書』）

20 安政七年二月藤津村伊左衛門娘よみ縁付けにつきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はなち),放)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(てがた),手形)
　（藤津村よみが、宇谷村弥平妻となるについて、宇谷村庄屋吉兵衛あての「放手形」を作成した。）

　　　　　　　　　　奉願書上之覚
一藤津村伊左衛門娘よみ、今年廿五才代々真宗門松崎法林寺旦那ニ御座候所、此度宇谷村弥平妻ニ、仲人当村長兵衛ヲ以貰申候ニ付、遣し申度段奉願候。尤、放し手形ヲ以、弥平旦那寺同宗宇谷村乗蓮寺旦那ニ村根帳共ニ、右宇谷村え差附申度、両方手形取遣之上、奉願候。此段御聞届被仰付候様宜被仰上可被為下候。以上。
　　　　　　　　　　安政七年申二月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡藤津村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小頭　　清五郎　印

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年行司　善次郎　印

当村庄屋　吉兵衛　殿

右之通奉願候宜敷被仰上可被為下候。以上。
　　　　　　　　　　　　　　　二月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　吉兵衛　印

　　　　　　尾崎恵助　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）
慶応三年河村郡筒地村庄屋、同村娘縁付きにつき願書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（筒地村庄屋茂左衛門が、同村常右衛門娘、気多郡井手村に縁付けの時、作成した文書）
　　　　　　　　　　乍恐奉願書上之覚
一当村、常右衛門娘はなと申女、今年廿四歳、浄土宗代々泊村称名寺旦那ニ御座候所、此度、気多郡井手村、清助妻ニ仲人筒地村米三郎ヲ以貰申ニ付、遣し申度段奉願候。尤、菩堤寺放し手形ヲ以、先方菩堤寺禅宗青屋村興宗寺旦那ニ村根帳面共ニ井手村え差附申度段、当方手形被遣之上奉願上候。何率御聞届ケ被仰付候様宜敷被仰上可被為下候。以上。
　　　　　　　　　　慶応三年卯二月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡筒地村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　茂左衛門　印

　　　　　　尾崎恵助　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

明治三年石脇村のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(たち),立)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(がま),竃)（軒数）報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（石脇村の明治三年一一月現在の軒数を求められ、その報告に及んだもの。）　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　覚
一立竃　五拾五軒　　　石脇村

右ノ通り御座候ニ付此段御届ケ申上候。以上。

　　　　　　　　　　午一一月廿四日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石脇村　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　庄屋　治三郎

　　　　　大庄屋　様

　　（『谷田収集文書』）

年不明尾崎より庄屋覚蔵宛書状

（泊・石脇・小浜三ヶ村牛馬取調べについてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(さいそく),催促)に及んだもの）
御状致拝見候。然は、牛馬取調帳送り被下慥ニ落手申候。泊・石脇・小浜右三ヶ村今以右帳面差出不申ニ付、稠敷御催促被成候段大ニ御世話存候。泊村之儀先達、御構松原様御在出之●、直受取申候間左様御承知可有且、小浜・石脇両村々は差出し不申候得は、両村え直人ヲ以稠敷催促可被有尤、直人賃は、両村ニて相受取并ニ持帰り候上ニて宇野村より長瀬村迄直人賃も差出し候様稠敷御催促奉頼候。尤石脇村て一五才より五九才書上帳えも直人使猶又、此度右之次第甚タ如何ニ候間急度稠敷催促奉頼候。右之通早々。以上。
　　　　　　　　　　　　一〇月廿四日

　　 （『谷田収集文書』）

　安永七年他高橋三郎兵衛知行所物成米につき達し書　

（高橋三郎兵衛知行所河村郡藤津村より物成米他、泊村古酒屋藤七（のち遠藤文七手前）へ納める旨。）
安永七年一〇月六日

一高橋三郎兵衛知行所河村郡藤津村ニて本米四拾石懸物共、同郡泊村古酒屋藤七方へ納度旨申来ニ付、其段御郡へ申遣ス。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

　天明六年九月一三日

一高橋三郎兵衛知行所河村郡藤津村ニて、当秋物成本米拾石懸り物共、同郡泊村古酒屋藤七方へ相納申度旨申来、其段大庄屋中原与兵衛へ申遣ス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）

　天明八年七月廿六日

一高橋三郎兵衛知行所河村郡藤津村ニて、本米拾石外懸り物共、同郡泊村遠藤文七手前へ相納申度旨申来、其段大庄屋中原与兵衛え申遣ス。
                                                                 （『鳥取県史』諸事控）

　寛政三年八月一六日

一高橋三郎兵衛知行所河村郡藤津村ニて、当秋物成米本米五石外懸り物共、同郡泊村遠藤文七手前納度申度旨申来り、例之通大庄屋え其旨申遣ス。
                                                                  （『鳥取県史』諸事控）

文久元年他　吉村又兵衛EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ちぎょうしょ),知行所)物成米通
吉村家は鳥取藩士で四百石、このうち、伯耆国河村郡原村に「高弐百石余」があった。原村は吉村家のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きゅうしょ),給所)である。（鳥取県立博物館蔵「吉村家譜」）
　請取申知行所物成米通

　　　　　　　　　　文久元年酉九月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　吉村又兵衛　印

　　　　　河村郡原村庄屋　七郎右衛門　殿

　九月廿五日

　一米四俵　　　但し納四斗入也

　一〇月一〇日

　一同五拾俵　　右同断

　同月廿日

　一同五拾俵弐斗九升五合七勺　　右同断

　　　　　　　　　　　　　　物成米通　吉村又兵衛

一請取申知行所物成米通

　　　　　　　　　　慶応元年丑一〇月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　吉村又兵衛　印

　　　　　河村郡原村庄屋　治助　殿

　一〇月朔日

一　米弐拾俵　　但シ納四斗入也

　同月一五日

一　同四拾俵　　右同断
　同月晦日

一　同　拾八俵壱斗四合五勺弐才五

　　　　　　　　右同断

　　　　　　　　　物成米通　吉村又兵衛

一請取申知行所物成米通

　　　　　　　　　　慶応二年寅一〇月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　吉村又兵衛　印

　　　　　河村郡原村庄屋　治助　殿

　一〇月廿日

　一米　六拾五俵

　一〇月晦日

　一同　百三拾五俵六升壱合五才

   （『谷田収集文書』）
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